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１. 評価対象区間
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１．九州横断自動車道の進捗

○対象区間は、九州横断軸を構成する九州横断自動車道延岡線の一部です。
○事業区間の「嘉島JCT～矢部IC」と計画段階評価が完了した「蘇陽～高千穂」を結ぶ道路であり、熊本県

内では唯一計画段階評価が完了していない区間です。

宮崎県

計画段階評価
対象区間

(矢部～蘇陽)

熊本県

北中島IC
（仮称）

小池
高山IC

嘉島
JCT

日之影深角IC

矢部IC
（仮称）

高千穂IC
（仮称）

上野
吉無田IC

山都
中島西IC

御船IC

平底交差点

五ケ瀬東IC
（仮称）

山都町

甲佐町

益城町

大津町

日之影町

高千穂町

高森町

八代市

西原村

菊陽町

諸塚村

椎葉村

雲海橋交差点

五ヶ瀬町

美郷町

大分県

竹田市

豊後大野市

御船町

美里町

阿蘇市

計画段階評価済み

(蘇陽～高千穂)

H30.12.16
供用

10.8km

そ ようや べ

北方IC 舞野IC

延岡JCT・IC

そ よう たかちほ

H30.11.11
供用

2.8km

延岡市

【対象区間位置図】
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【広域図】

九州横断自動車道
延岡線

約95km

計画段階評価
対象区間

凡 例

開通区間

事業区間

評価対象区間

計画路線

対象地域



２. 計画段階評価手続きの進め方（案）
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

地 方 小 委 員 会

第１回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価

手続きの進め方

◆地域と道路の

課題

◆政策目標（案）

◆地域の意見聴取

方法（案）

第３回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容の

確認

◆地域等の意見を

踏まえた対応方

針(案)

意見聴取

◆意見聴取内容
○地域と道路の

課題

○政策目標（案）

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、

アンケート》

対象者：沿線自治体

団体代表者

地域住民

企業等

意見聴取

◆意見聴取内容
○対策方針（複数案）
の検討に際し重視
する項目

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、

アンケート》

対象者：沿線自治体

団体代表者

地域住民

企業等

第２回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容

の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較

評価

◆地域の意見聴取

方法（案）

【令和元年９月１１日】

5



３. 地域の現状と課題
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10%

宇城市

4%

八代市

5%

その他市町村

28%

３-１．地域の現状＜人口・高齢化率＞

○山都町の人口は１万５千人です。この20年間で約３割減少しており、県内でも減少率が高い地域です。
○山都町の高齢化率は44％であり県内２位と高く、全国・県平均を大きく上回ります。
○人口減少や高齢化の理由として転出者が多いことも想定され、特に熊本市への転出が多くなっています。
○しかし、H30年12月の山都中島西ICの開通後、転入及び転出は改善されました。

資料：国勢調査

・延岡線の延伸を見越して宅地造成を進めており、居住環境
を整えている段階です。
・延岡線が山都町まで延伸することで、山都町に住みながら
熊本市への通勤がしやすくなることに期待しています。

（山都町役場山の都創造課・企画政策課）
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(H7=1.00)

山都町
（1.5万人）

熊本県

全国

約
３
割
減
少

県内で２位

【人口の推移】

【高齢化率(65歳以上人口)】

【山都町から熊本県内への主な転出先】

山都町
転出者数
328人

約５割以上が
熊本市へ転出

資料：H27国勢調査

資料：H30住民基本台帳人口移動報告
※県外・海外を含まず

【山都町の転入・転出状況（１～６月）】

資料：山都町役場提供データ ※県外・海外を含まず
熊本県平均29％

全国平均27％

山都町

転出転入
2018 2019 2018 2019

開通後増加 開通後減少

7

山都町
（2.2万人）



３-１．地域の現状＜産業構造＞

○山都町は農業や林業などの第一次産業の従事者の割合が約38％であり、全国・熊本県値と比べて高
くなっています。

○熊本県はトマトの出荷量が西日本１位であり、山都町は夏秋トマトの出荷量が県内３位となっています。
〇また、林業の生産量も多く、主要な産業となっています。
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2,030 1,930

820
352 283 257 144

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

阿蘇市 八代市 山都町 宇城市 熊本市 高森町 氷川町 宇土市 益城町

出荷量（t）

山都町 南阿蘇村

資料：H29作物統計調査

3.8%

9.6%

37.9%

23.6%

20.6%

15.5%

72.6%

69.8%

46.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

熊本県

山都町

１次産業 ２次産業 ３次産業

山都町は全国・熊本県の平均に比べて
第1次産業の占める割合が高い

資料：H27国勢調査

熊本県内で

第３位

（熊本県内ランキング） ▼夏秋トマト
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16,500 16,100 14,900 14,700 12,700
10,100

7,320

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

北海道 茨城県 熊本県 千葉県 福島県 岐阜県 青森県 長野県 群馬県 岩手県

出荷量（t）

熊本県は西日本１位
（全国３位）

熊本県

資料：H29作物統計調査

【夏秋トマトの出荷量】 （全国ランキング）

夏秋トマト
通常のトマトと異なり、
高冷地である地域特性を
生かして秋にかけての朝
晩の気温差により、糖度
が高く旨味が強い
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（千m2）

資料：H27農林業センサス

【林業生産量】 （熊本県内ランキング）

多良木町

熊本県内で
第３位

山都町

【産業別人口の割合】

8

林業の状況
山都町は約７割が樹林地であ
り、スギを主体として品質が
高く、建築資材に多く利用さ
れています



0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H24 H25 H26 H27 H28 H29

熊本市 阿蘇地域

上益城地域 西臼杵郡

0.71倍
0.93倍

1.04倍1.00

伸び（H24=1.00）

熊本地震

H28年４月

0.96倍

資料:(入込客数)図説九州経済2017、市町提供

３-１．地域の現状＜広域観光＞

○山都町の周辺には、熊本城、阿蘇山、高千穂峡等の全国有数の観光地が存在しており、多くの観光
客が訪れています。山都町内においても通潤橋、清和文楽館等の観光地が存在しています。

○熊本地震の影響により一時減少した観光客も、 近は復興事業も進み、増加傾向へ転じています。

つうじゅんきょう せい わ ぶん らく かん

くまもとじょう あ そ さ ん たか ち ほ きょう

熊本港

八代港

N

北中島IC
（仮称）

小池
高山IC

嘉島JCT

日之影深角IC

上野
吉無田IC

山都
中島西IC

御船IC

五ケ瀬束IC
（仮称）

益城熊本
空港IC

熊本IC

城南SIC

北方IC

宮崎県

大分県

熊本県

高千穂IC
（仮称）

松橋IC

八代IC
八代JCT

植木IC

菊水IC

南関IC

舞野IC

延岡
JCT･IC

北川IC

須美江IC

延岡南IC

門川IC

門川南SIC

日奈久IC

田浦IC

北熊本SIC

矢部IC
（仮称）

下硯川IC

和泉IC

花園IC

通潤橋

熊本城 阿蘇山

山都町

世界のかんがい施設遺産
（2020年3月復旧予定）

清和文楽館

年間200回以上開演

八朔祭り 豊年祈願と商売繁盛
を願い、9月7-8日に
開催された

熊本地震で大きな被害を受け
るも、一部は見学可能に
（2019年10月から一般公開再開）

歌瀬キャンプ場

高千穂峡
日本屈指のパワースポット

広大な敷地の豊富な
テントサイト

阿蘇くまもと空港

9

吉無田公園キャンプ場

360度の大自然に
囲まれた吉無田高原

資料:各県観光統計

【観光入込客数の推移】

熊本市 阿蘇地域
(阿蘇市等)

上益城地域
(山都町等)

西臼杵郡
(高千穂町等)

阿蘇ファームランド
世界で唯一の健康増進パーク

細島港

日向IC
：調査中
：計画段階評価済み
：事業区間
：開通区間

対象区間



21%

4%

17%

2%

42%

60%

4%

10%

8%

8%

4%

5%

4%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道218号_
(対象区間)

熊本県(国道)

正⾯衝突 ⾞両単独 追突 出会い頭 右折 左折 その他

３-２．地域の現状と課題＜暮らし：線形不良・交通安全＞

○対象区間に並行する現道は、山間部を走る２車線の幹線道路となっています。清和地区周辺等には、
生活の中心となっている役場などが集中しています。

〇対象区間には平面線形不良箇所が２９箇所、縦断線形不良箇所が１０箇所存在し、事故はその線形不
良箇所に集中しており、走行性の確保や安全性の向上が課題です。

38％

6％

【事故類型】

資料：ITARDAデータ（H26-H29）

正面衝突・車両単独が県平均の約６倍発生

①平面線形不良箇所

至 熊本

至 高千穂

Ｒ=７５ｍ

国道218号

（対象区間）

熊本県国道計

（含む補助国道）

※県内国道の交通

事故全体を類型

10

②清和地区周辺 至 熊本

至 高千穂

【線形不良箇所と事故】

：国道
：県道
：主要地方道
：旧市境

：事故発生箇所

：集落地

：平面線形不良箇所(R＜150m)：29箇所
：縦断線形不良箇所(i＞5％) :10箇所

※設計速度60km/hの基準値

矢部地区

清和地区

幣立
神宮

山都町役場
清和支所

通潤橋

山都町役場

蘇陽地区

山都町

や べ

矢部IC
（仮称）

N

対象区間の事故件数（２４件）

線形不良箇所で事故が多発（3件）

②

線形不良箇所で
事故が発生（1件）

線形不良箇所で
事故が多発（7件）

①

資料：ITARDAデータ（H26-H29）



高齢者

72%

成⼈
25%

乳幼児
2%

３-２．地域の現状と課題＜医療：救急搬送＞

○山都町からの管外搬送は年々増加傾向です。管外の搬送先は熊本市内が多くなっています。
○特に重篤患者を受入れる済生会熊本病院や赤十字病院などへの搬送が約６割を占めており、熊本

市へ向かう速達性の確保が課題です。
○また、管外搬送の約７割が高齢者であることから、体への負担軽減を図るため走行性の確保も課題です。

花園IC

益城熊本
空港IC

熊本IC

城南SIC

植木IC

北熊本SIC

下硯川IC

和泉IC

松橋IC

N

山都町からの搬送では、山都中島西ICから高速道路を使うことで、搬送時間の短縮とともに走
りやすくなりました。高速道路の開通は搬送時間が短縮するとともに、患者への負担軽減にもつ
ながっています。 （蘇陽出張所）

山都町の管外搬送の
搬送先割合(H30)

熊本県

済生会熊本病院

独立行政法人国立病院
機構熊本医療センター

熊本赤十字病院

対象区間

山都町蘇陽支所

北中島IC
（仮称）

嘉島JCT 上野
吉無田IC

山都
中島西IC

御船IC

小池
高山IC

矢部IC
（仮称）

熊本空港

【第３次救急医療施設への搬送ルート】

※山都消防署と蘇陽出張所（山都町）

至 熊本

至 高千穂

①平面線形不良箇所

Ｒ=７５ｍ

①

済生会
熊本病院
４３％

熊本
赤十字
病院
１６％

国立病院機構
熊本医療センター

３％

その他
３８％

山
都
町
蘇
陽
支
所

済
生
会
熊
本
病
院

約90分 未整備

約79分 現在

小池高山IC～山都中島西IC開通

資料：H27年度 全国道路・街路交通情勢調査

約59分 将来

矢部～蘇陽まで開通

所要時間

約20分短縮

【熊本市内への搬送時間】

山都町

重篤患者を
受入れる病
院へ約６割
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【山都町の救急搬送の割合】

684件
811件 795件

52％ 50％ 58％

管外搬送が６割

（件）

管内

管外

資料：上益城消防本部（H30）

山都町の管外搬送の
高齢者割合(H30)

幼児3％

：重篤患者の搬送先

：上益城消防組合

：搬送ルート

高齢者
７割

：調査区間
：計画段階評価済み
：事業区間
：開通区間
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３-２．地域の現状と課題＜物流：農業＞

○熊本県産トマトは東京・大阪の大都市圏で第１位のシェアを占めています。高速道路周辺の積替え拠点に各
産地から集められ、まとめて都市圏などへ出荷しています。

〇山都町では作付面積が増加しています。現在、販路拡大に取り組んでおり、拠点までの速達性の向上が求
められています。また、急カーブ等での荷痛みによる品質低下を防ぐための走行性の確保も課題です。

【山都町の夏秋トマトの集荷、出荷ルート】

宮崎県
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（仮称）

松
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八代JCT

宇城
氷川SIC

矢部IC
（仮称）

蘇陽支所
◎

◎清和支所

◎
山
都
町
役
場

熊本県

：平面線形の厳しい箇所(R＜150m)
：縦断線形の厳しい箇所(i＞5%)

：JA選果場
：輸送経路

鹿児島
方面

（輸送業者）

トマトをはじめとする農産品の搬送では、
急カーブで荷痛みが生じないようドライ
バーは細心の注意を払っています。

積替え
拠点

嘉島JCTや益城IC付近の物流拠点で
方面別に基幹トラックに積替え

①国道218号の平面線形不良個所

至 高千穂

至 熊本 R=65

【熊本県産トマトの取扱い量】

【山都町の夏秋トマト作付面積の推移】

資料：作物統計調査

嘉島JCT～小池高山IC開通

熊本県
24%

栃⽊県
12%

愛知県
10%

千葉県
9%

北海道
6%

その他
39%

資料：H30年大阪府中央卸売市場市場年報
H30年東京都中央卸売市場市場年報

熊本県

31%

福岡県
21%岐⾩県

8%

北海道
6%

⽯川県
5%

その他
29%

大阪府中央卸売市場 東京都中央卸売市場

①

12

福岡方面
全国等

：調査区間
：計画段階評価済み
：事業区間
：開通区間

山都町の農作物の認知度を高め
ることを目的として、情報発信、販
路拡大に取り組んでいます。

（山都町）



112

92

56 52 45 43 41
33 26 22

0
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90

120
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人吉市 八代市 山都町 阿蘇市 高森町 球磨村 菊池市 湯前町 山鹿市

（千m3）

4,215

1,709
1,169 1,120 1,057 1,011 753 587 545 517

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

北海道 宮崎 岩手 秋田 青森 大分 熊本 鹿児島 高知 福島

（千m3）

３-２．地域の現状と課題＜物流：林業＞

福岡方面
N

北中島IC
（仮称）

小池
高山IC

嘉島JCT 上野
吉無田IC

山都
中島西IC

御船IC
高千穂IC
（仮称）

八

八代JCT

田浦IC

八代南IC

八代港
重要港湾
八代港
重要港湾

海外へ
（韓国・中国・
台湾・ベトナム・

アメリカ）

宮崎県

熊本県 阿蘇森林組合
蘇陽支所

阿蘇森林組合
蘇陽支所

緑川森林組合緑川森林組合

○九州横断自動車道延岡線沿線の宮崎県や熊本県は林業が盛んな地域です。対象区間は沿線の集荷
場や宮崎側から熊本市内の物流集積拠点へ、原木を積載したトラックが頻繁に通行しています。

〇各拠点までの輸送時の急カーブなどによる荷崩れ及び転倒を防ぐため、走行性や安全性の確保が課
題です。

五ケ瀬束IC
（仮称）

矢部IC
（仮称）

【林業生産量の都道府県ランキング】

資料：H27農林業センサス

熊本市内の物流集積拠点まで、ドライ
バーは１日に４～５往復します。
山都中島西ICの開通に伴い高速道路
を使うようになり、荷崩れなどの心配が
減りました。
また、走りやすくなったことでドライバー
の安全運転面の負担も軽減しました。 （森林組合Ｍ社）

【林業生産量の熊本県内ランキング】

熊本県内で
第３位

資料：H27農林業センサス

H30.12.16
供用

熊本

①平面線形不良箇所
至 熊本

至 高千穂
Ｒ=７５ｍ

西臼杵森林組合西臼杵森林組合

山都町 多良木町

宮崎

宮崎の原木の約６割が
熊本・福岡方面へ出荷

宮崎県

13

五ヶ瀬支所五ヶ瀬支所

46  58  50 
68 

92  103 
129 

0

50

100

150

H1 H5 H10H15H20H25H30

（千m3）
高千穂林産物流通センター高千穂林産物流通センター 30年で

約３倍

【取扱量（千m3）】

①

物流
集積拠点

宮崎県北地域は、高千穂町、
五ヶ瀬町だけでなく、延岡市
や日向市も林業が盛んな地域
となっています。

：調査区間
：計画段階評価済み
：事業区間
：開通区間



九
州
縦
貫
自
動
車
道
方
面

東
九
州
自
動
車
道
方
面

その他の滞在促進地区

②杖立温泉

その他の滞在促進地区

③わいた温泉郷

その他の滞在促進地区

①黒川温泉

その他の滞在促進地区

⑥久住高原 その他の滞在促進地区

⑤長湯温泉

その他の滞在促進地区

⑦竹田城下町

その他の滞在促進地区

④南阿蘇

その他の滞在促進地区

⑧高千穂郷

主たる滞在促進地区

阿蘇内牧温泉

③小国郷エリア

④くじゅうエリア

⑤高千穂エリア

②南阿蘇エリア

①阿蘇エリア

３-２．地域の現状と課題＜観光：地域間の周遊＞

○山都町を含む阿蘇くじゅう・高千穂地域では、九州横断自動車道延岡線等の整備により、阿蘇くじゅう観光整備計
画（H30.3)と連携し、圏域内の回遊を促す仕組みの整備、圏域外からの交通アクセス改善を目指しています。

○これには、九州縦貫自動車道や東九州自動車道とのアクセスや隣接地域間の回遊性を高めるため、圏域外から
の速達性や定時性の確保が課題です。

山都町は阿蘇市や高千穂
町などとともに「阿蘇くじゅう
観光圏整備計画」のメン
バーとして連携しており、圏
域の観光魅力を高める取組
みをしています。

山都町を観光商品化するため
には、高千穂や阿蘇との周遊
が必須です。また移動の定時
性が高まることで、立寄り箇所
や滞在時間を増やせるため、
観光商品の魅力が高まります。

（山都町）

（観光業者）

【阿蘇くじゅう観光圏整備計画】

九州横断自動車道延岡線

中九州横断道路

至 大分

至 延岡

至 熊本

至 熊本

資料：阿蘇くじゅう観光圏整備計画を基に作成

高千穂エリア

南阿蘇エリア（山都町）

阿蘇くじゅう観光圏
観光圏整備法（観光圏の整備による
観光旅客の来訪及び滞在の促進に関
する法律）に基づいて認定された観
光圏

阿蘇エリア【エリア毎の観光の概要】 阿蘇くじゅう⾼千穂地域は、その地域
的特徴やアクセス条件等から、⼤きく
以下の５つのエリアに区分されます。

14

計画段階評価
対象区間

(矢部～蘇陽)

：評価対象区間
：計画段階評価済み
：調査区間
：事業区間
：開通区間

N



約250km

高速道路

健軍(西部方面総監部)

陸上自衛隊駐屯地

最大津波高

南海トラフ地震防災対策

推進地域の指定区域

南海トラフ地震津波避難対策

特別強化地域の指定区域

横断軸の緊急輸送路の

指定状況

〇 m

南海トラフ地震時
津波による想定被災範囲

北熊本駐屯地
政府現地対策本部

(熊本地⽅合同庁舎)

３-２．地域の現状と課題 ＜防災：道路ネットワークの構造＞

○平成28年4月に熊本地震が発生し、各地の道路途絶により円滑な物資輸送に大きな影響を与えました。
○九州東進作戦（緊急輸送ルート）の重要な路線である国道218号は脆弱であり、災害時でも救護・物資輸

送機能を果たす信頼性の高い道路ネットワークの構築が課題です。

▲ 政府現地対策本部
（熊本地方合同庁舎）

串間市
17ｍ

宮崎市
16ｍ

日向市
15ｍ

延岡市
14ｍ

佐伯市
15ｍ

Ｅ3A

Ｅ3

Ｅ3

Ｅ10

Ｅ77

健軍(⻄部⽅⾯総監部)

Ｅ34

小郡駐屯地

福岡駐屯地

目達原駐屯地

前川原駐屯地

久留米駐屯地
湯布院駐屯地

玖珠駐屯地

別府駐屯地

大村駐屯地

相浦駐屯地

竹松駐屯地

熊本駐屯地

春日駐屯地

南別府駐屯地

えびの駐屯地

都城駐屯地
国分駐屯地

川内駐屯地

飯塚駐屯地

218
熊本

延岡

大分

海上自衛隊しもきた
(4/17大分港到着)熊本地震直後は、通行止め情報が錯綜し

ており、医療関係車両などの確実な搬送
ルートとして高速道路が利用された。

57

218

通行止め

南阿蘇村
大字立野

山都町
滝上

大分方面からのアクセス大分方面からのアクセス

国道57
号経由

大分道

経由

約160分
（130km）

約170分
（190km）

（分）

延岡方面からのアクセス延岡方面からのアクセス

国道218
号経由

宮崎道

経由

約200分
（130km）

約250分
（320km）

（分）

出典：プローブデータ（震災前：Ｈ27年度平日平均、震災時：Ｈ28年4月18日～22日ピーク時）

南海トラフ地震発生時の
迅速かつ確実な
道路啓開を支援

▲ 防災訓練中の第８師団
（北熊本）

【南海トラフ地震被災時の緊急輸送ルート】【熊本地震発生時の緊急輸送】

資料：道路交通センサス（H27年）により算出

片側通行止め(国道218号)
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４. 政策目標(案)の設定

16



①走行性の確保や安全性の向上
による安心した暮らしの支援

〇平面線形・縦断線形の厳しい箇所
が多く、走行性や安全性が低い。

①暮らし

○沿線に役所や病院などが立地する２車線の幹線道路で
あり、走行性が課題。

〇交通事故が平面線形不良箇所に集中しており、安全性
が課題。

③速達性、走行性、安全性の向
上による産業の活性化支援

地域の現状と課題 道路による要因 政策目標

②速達性、走行性の向上による
救急医療活動の支援

④速達性、定時性の確保による
観光振興の支援

４．政策目標(案)の設定

〇山都町から熊本市内への病院への
速達性が低い。

〇線形不良箇所が多く、走行性が低
い。

○現道の速達性や走行性、安全性が
課題。

〇現道の速達性や定時性が課題。

②医療

○山都町から熊本市内の重篤患者を受け入れる病院への
管外搬送が多く、速達性が課題。

〇高齢の患者が多く、熊本市内への搬送は身体的負担と
なっており、走行性が課題。

③物流（農業・林業）

○夏秋トマトなど農産物の輸送時の荷痛みによる品質
低下を防ぐため、速達性や走行性の確保が課題。

○原木を積載したトラックの各拠点までの輸送時での
急カーブなどによる荷崩れ及び転倒を防ぐため、走
行性や安全性が課題。

④観光

○阿蘇くじゅう･高千穂地域では道路整備を活かして、
阿蘇くじゅう観光圏整備計画との連携を進めている。

〇九州縦貫道や東九州道とのアクセスや隣接地域間の
回遊性を高めるため、圏域外からの速達性や定時性
の確保が課題。

⑤災害時に機能する信頼性の高
い道路ネットワークの構築

〇緊急輸送ルートである国道218号
が脆弱。

⑤防災

○熊本地震の発生時には、円滑な物資輸送に大きな影響
を与えた。

○災害時でも救護・物資輸送を果たす信頼性の高いネッ
トワーク構築が課題。

17



５. 意見聴取方法(案)
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５-１．第１回意見聴取（案）の概要

○第１回意見聴取は、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

■意見聴取の項目と活用方針

○アンケート設問の設定（抜粋）
＜政策目標＞

【暮らし】
①走行性の確保や安全性の向上による安心した

暮らしの支援

＜アンケートにおける質問事項＞

問１ ： 道路の急カーブなどが多く、安全性に不安を感じる

【医療】
②速達性、走行性の向上による救急医療活動の

支援
問２ ： 救急搬送時の患者への負担が大きい

【物流（農業・林業）】
③速達性、走行性、安全性の向上による産業の

活性化支援
問３ ： カーブが多く、産業活動に影響を与えている

【観光】

④速達性、定時性の確保による観光振興の支援
問４ ： 観光地へのアクセス・周遊性が悪い

【防災】
⑤災害時に機能する信頼性の高い道路ネット
ワークの構築

問５ ： 災害発生時に道路を利用できるか不安を感じる

19



５ –２ ．意見聴取方法について

対 象 者

ヒアリング
※１

【沿線自治体及び団体代表者】熊本県・関係市町村・団体への意見聴取

沿線自治体：熊本県、宮崎県、山都町、五ヶ瀬町、高千穂町 ５自治体

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所・商工会、消防署、警察、農協、観光協会 等 25団体程度

【企業等】熊本県・関係市町村の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 等 主要100社程度

オープンハウス
（ヒアリング）
※２

【地域住民】沿線の山都町役場等にオープンハウスを設置し、アンケート票による意見聴取

山都町 ：山都町役場、清和支所、蘇陽支所、道の駅「通潤橋」、道の駅「清和文楽邑」、道の駅「そよ風パーク」
五ヶ瀬町：五ヶ瀬町役場
高千穂町：高千穂町役場、高千穂峡 等

９箇所程度

アンケート
※３

【地域住民】山都町と五ヶ瀬町、高千穂町の全世帯を対象とし、アンケート用紙を配布し意見聴取

山都町（約6,520世帯、約14,800人） 約6,520部（全世帯）

五ヶ瀬町（約1,570世帯、約3,800人） 約1,570部（全世帯）

高千穂町（約4,700世帯、約12,800人） 約4,700部（全世帯）

留置き
【広域的な道路利用者】道の駅等にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し、意見聴取

山都町：道の駅「通潤橋」、「清和文楽邑」、「そよ風パーク」 等 ３箇所程度

※１ ヒアリングは、沿線自治体および団体や企業等へ対面方式で意見聴取。

※２ オープンハウスは、市役所等での説明。アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は町報などで広報。

※３ アンケートは、地域の全世帯にアンケート用紙を配布し、意見聴取。

(１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封予定)

※４ ＷＥＢでのアンケート回収も可能とする。

■意見聴取範囲■ 意見聴取の方法

意見聴取は、沿線自治体・団体および企業へのヒアリン
グ、オープンハウス、沿線住民アンケート、留置きを実施
予定。
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計画段階評価対象区間
（矢部～蘇陽）

五ヶ瀬町

山都町

約14800人

約3800人

高千穂町

約12,800人



■調査の主旨、調査対象箇所、計画段階評価の流れについて説明

５ –３ ．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査の調査概要説明資料（案）のイメージ

九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）における道路計画に
関する第１回アンケートにご協力をお願いいたします。

九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）は熊本市を起点として山都町・五ヶ瀬町・高千穂

町を経由し延岡に至る延長約９５kmの道路です。

本調査は、九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）間の道路整備の計画検討を進めるに

あたり、地域の皆様が日頃から感じている「道路交通や地域の課題」等についてご意見を頂

くことを目的としています。

皆様のご協力をお願いいたします。

■アンケート対象者

本アンケートは、山都町、五ヶ瀬町、高千穂町にお住まいの方全世帯に配布しています。

〇本アンケートは、配布させていただいた世帯のご家族の方を対象に幅広い年齢層の方から

のご意見をお伺いしたいと考えております。お手数ですがアンケートの主旨をご理解の上、

回答して頂きますようお願いいたします。

〇ご家族の皆様のご意見をお伺いしたい為、「アンケート回答用 返信はがき」を４枚同封させ

て頂いております。

（対象は１８歳以上としております。ご家族構成にあわせて必要枚数をご利用ください。）

〇なお、返信ハガキが不足する場合は以下の問合せ先にご連絡ください。

■回答の提出方法及び締切

〇回答は、次のいずれかの方法のうち１つをお選びください。

【方法１】同封しています「返信はがき」にご記入いただき、

令和元年●月●日（●）までに、切手を貼らず

郵便ポストへご投函をお願いいたします。

【方法２】インターネット接続環境のあるスマートフォンまたはパソコンより、

下記のA、Bいずれかの方法でアンケートサイトにアクセスし、

令和元年●月●日（●）までに、回答してください。

A 右記URLをアドレスバーに入力

B QRコードからアクセス QRコードはこちら

国土交通省 九州地方整備局
問い合わせ先 熊本河川国道事務所 調査第二課 TEL：096-382-1242（直通）

九州横断自動車道延岡線（矢部～蘇陽）対象区間位置図

■アンケートは「計画段階評価」審議の参考意見となります。
国土交通省では、道路事業の透明性・効率性を高めるため、計画段階評価の取組を導入して

います。
これは、道路の整備方針について地域の声（地域の皆様、道路利用者、関係団体等）を聞き

ながら、第三者委員会によって審議するものです。

計
画
段
階
評
価
の
流
れ

九
州
地
方
小
委
員
会

地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関

企
業
等
へ
の
意
見
聴
取

【
第
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
】

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析

地
域
の
皆
様
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
、
概
略
ル
ー

ト
・
構
造
等
を
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。

■九州地方小委員会
九州地方小委員会は、公共事業の効率性や透明性の一層の向上を図るため、学識経験者など

第三者から構成させる委員会です。
なお、会議資料は、国土交通省九州地方整備局のホームページでご覧いただけます。

第1回
（R1.9.11）

現在はこの段階です

qsr.mlit.go.jp/kumamoto/●/
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５ –３ ．意見聴取資料（案）

■現道の課題について説明

◆アンケート調査の調査概要説明資料（案）のイメージ
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国道218号_
(対象区間)

熊本県(国道)

正⾯衝突 ⾞両単独 追突 出会い頭 右折 左折 その他

38％

6％

国道218号

（対象区間）

熊本県国道計

（含む補助国道）

道路の急カーブなどが多く、安全性に不安

2 救急搬送時の患者への負担が大きい

◆山都町から熊本市内の重篤患者を受け入れる病
院への管外搬送が多く、速達性が課題です。

◆高齢の患者が多く、熊本市内への搬送は身体的
負担となっており、走行性が課題です。

カーブが多く、産業活動に影響を与えている

◆山都町の夏秋トマトは出荷量の増加が見られる中、
積替え拠点までの速達性が課題です。

◆急カーブでの輸送を強いられており、荷痛みを防
ぐため、走行性の確保も課題です。

災害発生時に道路を利用できるか不安

◆熊本地震が発生時には、円滑な物資輸送に大き
な影響を与えました。

◆災害時でも救護・物資輸送を果たす信頼性の高い
ネットワーク構築が課題です。

◆原木を積載したトラックが、熊本市内の集積拠点
まで頻繁に通行しています。

◆急カーブなどによる荷崩れや転倒を防ぐため、走
行性や安全性の確保が課題です。

観光地へのアクセス・周遊性が悪い

◆阿蘇くじゅう・高千穂地域では道路整備を活かし
て、阿蘇くじゅう観光圏整備計画との連携を進め
ています。

◆広域圏からのアクセスや隣接地域間の回遊性を
高めるため、圏域外からの速達性や定時性の確
保が課題です。

◆国道２１８号は沿線に役所や病院などが立地す
る２車線の幹線道路であり、走行性が課題です。

◆交通事故が平面線形不良箇所に集中しており、
安全性が課題です。

道路交通や地域の課題

3

5

資料：イタルダデータ（H26-H29）

▲熊本市内への搬送時間

資料：H27年度 全国道路・街路交通情勢調査 ▲南海トラフ地震被災時の緊急輸送ルート

高速道路

健軍(西部方面総監部)

陸上自衛隊駐屯地

最大津波高

南海トラフ地震防災対策

推進地域の指定区域

南海トラフ地震津波避難対策

特別強化地域の指定区域

横断軸の緊急輸送路の

指定状況

〇 m

▲事故件数（正面衝突・車両単独）の割合

原木搬送状況

至 熊本

至 高千穂
Ｒ=７５ｍ

夏秋トマトの搬送状況

1 4
【農業】

【林業】

高千穂エリア

通潤橋

阿蘇山



５ –３ ．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

アンケートにお答えください 回答は、返信用はがきにご記入ください
下記を参考に、同封の返信用はがきへ必要事項を記入し、郵便ポストに投函 をお願いします。

・あなたご自身のことに関する設問は、記入または該当する番号に○をつけてください。
・単一回答の設問は、あてはある番号を１つだけ○で囲んでください。
・５段階評価の設問は、各課題の該当する箇所に１つだけ○をつけてください。
・自由回答の設問は、具体的な内容を回答してください。

国道218号（矢部～蘇陽間）の現状について、地域にお住まい
の皆様のご意見を広く伺うことを目的としています。
そのため、このはがきに記入されたことは、この目的以外に
は使用いたしません。
回答いただいた個人に関する情報は、本人の同意なく第三者
の開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

あなたご自身の事について教えてください

住所 ①山都町 ②五ヶ瀬町 ③高千穂町 ④その他

性別 ①男性 ②女性

年齢
①10代 ②20代 ③30代 ④40代
⑤50代 ⑥60代 ⑦70代以上

(

記
入
例) (

記
入
例)

問１ 国道218号（矢部～蘇陽間）の利用頻度について

普段、国道218号（矢部～蘇陽間）をどの程度利用していますか？
（単一回答）

１ ほぼ毎日（週４～７回）

２ 週に数回程度（週２～３回）

３ 月に数回程度（週１回未満）

４ ほとんど利用しない

５ 利用したことがない 問4へ

(

記
入
例)

問２ 国道218号（矢部～蘇陽間）の移動手段について

国道218号（矢部～蘇陽間）を通行する際の主な移動手段は何です
か？（単一回答）

１ 自動車

２ 公共交通（バス、タクシー）

３ バイク

４ 自転車

５ 徒歩

(

記
入
例)

問３ 国道218号（矢部～蘇陽間）の利用目的について

国道218号（矢部～蘇陽間）を通行する際の目的として、 も多い
目的は何ですか？（単一回答）

１ 通勤・通学

２ 仕事（営業・商談・運送など）

３ 私用（買物・食事・通院など）

４ その他［具体的な内容を記入してください］

(

記
入
例)

問4-1 国道218号（矢部～蘇陽間）の課題について

国道218号（矢部～蘇陽間）に関する５つの課題を５段階（そう思う
・ややそう思う・あまりそう思わない・そう思わない・わからない）で
評価してください。（５段階評価）
【①～⑤の課題それぞれ該当する箇所に１つだけ○をつけてください】

問4-2 国道218号（矢部～蘇陽間）の課題について（理由）

「問4-1」にお答え頂いた回答について、そう思われた理由を教え
てください。（自由回答）

番号 理由

●●時に利用したが、県道153号に迂回した。

①

②

③

④

⑤

(記入例)

問4-3
国道218号（矢部～蘇陽間）の課題について（その他
の課題）

「問4-1」に示した課題以外で、あなたが課題だと思う事があれば
具体的にご記入ください。（自由回答）

（記入例）

日常的に●●で困ることがあるので、●●することが必要ではないかと思う。

問５ その他について

その他ご意見がありましたらお聞かせください。（自由回答）

ご協力ありがとうございました。

分類 番号
課 題

（地域や道路交通
の課題）

そう思う
やや

そう思う
あまりそう
思わない

そう
思わない

わからない

暮
ら
し

①
道路の急カーブなどが多
く、安全性に不安を感じ
る

医
療②

救急搬送時の患者への
負担が大きい

物
流③

カーブが多く、産業活動
に影響を与えている

観
光④

観光地へのアクセス・周
遊性が悪い

防
災⑤

災害発生時に道路を利
用できるか不安を感じる

(

記
入
例)

(

記
入
例)

(

記
入
例)

(

記
入
例)

(

記
入
例)

(

記
入
例)
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質問 4-3 「問 4-1」に示した課題以外で、あなたが課題だと思う事があれば具体的にご記入
ください。（自由回答）

質問 5 その他ご意見がありましたらお聞かせください。（自由回答）

質問 4-1 国道 218 号(矢部～蘇陽間)に関する５つの課題を５段階(そう思う・ややそ
う思う・あまりそう思わない・そう思わない・わからない)で評価してください。
(５段階評価)

【①～⑤の課題それぞれ該当する箇所に１つだけ○をつけてください】

番号 分類
課題

（地域や道路交通の課題）
そう思う

やや
そう思う

あまりそう
思わない

そう
思わない

わからない

①
暮
ら
し

道路の急カーブなどが多く、安全
性に不安を感じる

② 医療
救急搬送時の患者への負担が大
きい

③ 物流
カーブが多く、産業活動に影響を
与えている

④ 観光
観光地へのアクセス・周遊性が悪
い

⑤ 防災
災害発生時に道路を利用できるか
不安を感じる

質問4-2 「問4-1」にお答え頂いた回答について、そう思われた理由を教えてください。
（自由回答）

番号 理由

①

②

③

④

⑤

５ –３ ．意見聴取資料（案） ◆アンケート調査（案）のイメージ

（表 面） （裏 面）

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

下記にチェックおよびご記入をお願いします。

◆あなたご自身の事について【記入または該当する番号に○をつけてください】

住所 ①山都町 ②五ヶ瀬町 ③高千穂町 ④その他（ ）

性別 ①男性 ②女性 年齢 ①10 代 ②20 代 ③30 代 ④40 代

⑤50 代 ⑥60 代 ⑦70 代以上

問１ 普段、国道 218 号( 矢部～蘇陽間) をどの程度利用していますか？
（単一回答）

1. ほぼ毎日 2. 週に数回程度 3. 月に数回程度

4. ほとんど利用しない 5. 利用したことがない

問２ 国道 218 号( 矢部～蘇陽間) を通行する際の主な移動手段は何ですか？
（単一回答）

1. 自動車 2. 公共交通 3. バイク 4. 自転車 5. 徒歩

問３ 国道 218 号( 矢部～蘇陽間) を通行する際の目的として、 も多い目的は何
ですか？ （単一回答）

1. 通勤・通学 2. 仕事 3. 私用 4.その他

料金受取人払郵便

差出有効期間
令和●年●月

●日まで

（切手不要）

熊本北局承認

○○○○ 熊本県熊本市東区西原１丁目１２番地１

熊本河川国道事務所

九州横断自動車道 延岡線 （矢部～蘇陽）

計画段階評価 事務局 行

8 6 1 8 7 9 0

24

【 】


